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2024年 11月 14日 

各 位 

会 社 名 フ ル テ ッ ク 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 

社長執行役員 
古野 重幸 

（コード番号：6546 東証スタンダード 札証） 

問 合 せ 先 取締役専務執行役員 

管理本部長兼経営企画室長 
田中 康之 

（ TEL. 011－222－3572） 

 

業績予想の修正、配当政策の変更及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年２月 14 日に公表した 2024年 12 月期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知ら

せいたします。 

また、当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり配当政策の変更を決議しました。業績予想の修

正及び配当方針の変更に伴い、2024 年 12 月期期末配当予想についても修正（増配）いたしましたので、お知

らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2024年 12月期連結業績予想数値の修正（2024年１月１日～2024年 12月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

14,000 

百万円 

520 

百万円 

550 

百万円 

335 

円 銭 

62.41 

今回発表予想（B） 13,900 600 660 430 80.11 

増減額（B-A） △100 80 110 95  

増減率（％） △0.7 15.4 20.0 28.4  

（ご参考）前期実績 

（2023年 12月期） 
12,784 448 495 239 44.56 

 

（２）修正の理由 

売上高は前回発表予想値を若干下回る一方で、営業利益以下の段階利益につきましては、選別受注や採 

算管理の徹底及び仕入価格上昇に対する価格転嫁の取り組みの効果によって、自動ドア関連事業及び建

具関連事業における新規物件の利益率が改善したことを主因に前回発表予想を上回る見込みです。 

 なお、従業員への還元として約 110百万円の決算賞与引当金計上を期末に織り込んでいることから、第

４四半期連結会計期間（10～12月）の利益水準は低くなっております。 
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２．配当政策の変更 

 （１）変更の理由 

     中長期的な企業価値向上のため、新たな株主還元方針に基づく安定配当の実施を行うものです。 

 

 （２）変更内容 

変更前 変更後 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のため

に必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を

継続して実施していくことを基本方針としており

ます 

当社は、着実な株主還元を実現するため、配当性

向 30％を目安に、安定的な配当を目指してまいり

ます。 

 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のため

に必要な内部留保を確保しつつ、安定的かつ持続

的な利益還元を通じて、中長期的に企業価値を高

めていくことを基本方針としております。 

この基本方針のもと、配当性向 50％以上、ＤＯＥ

３％を目安に、安定的な配当を目指してまいりま

す。 

 

 （３）変更の時期 

   2024年 12月期（当期）の期末配当より適用し、2027年 12月期に配当性向 50％以上、ＤＯＥ３％の達 

成を目指してまいります。 

 

３．配当予想の修正（増配）について 

 （１）配当予想修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

(2024年２月 14日公表） 
 18円 00銭 28円 00銭 

今回修正予想  22円 00銭 32円 00銭 

当期実績 10円 00銭   

（ご参考） 

2023年 12月期実績 
10円 00銭 

21円 00銭 

(普通配当 18円 00銭) 

(記念配当３円 00銭) 

31円 00銭 

(普通配当 28円 00銭) 

(記念配当３円 00銭) 

 

（２）修正の理由 

   前述した業績予想の修正及び新しい配当方針に基づき、2024年 12月期の期末配当金は前回予想から 

４円増額し、１株あたり 22円に修正いたします。 

 これにより、2024年 12月期の１株当たりの年間配当金は、既に実施しております中間配当とあわせ 

32円となります。 

 なお、本件につきましては、2025年３月開催予定の第 62回定時株主総会に付議する予定であります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因により予想と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


